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 Mim(amsa学 派)の 様 々なvidhi分 類 法 の 中 に, vidhiをapttrvavidhi(=

狭義 のvidhi), niyamavidhi(=niyama), parisakhyavidhi(=parisarpkhya)の3

種 とす る分類 法がある1)。 この中 のparisarpkhyavidhiに 焦 点 を当 て, Mimの 聖

典解釈体系の 中のSruti-laksapa理 論 に基 づ く一 問題 として捉 えてみたい。

 1.<parisapakhya>と い う語のMim的 解 釈<parisarpkhya>と い う語 は, 字

義 通 りには 「遺漏 なき列挙」 といつた意味 に解 され るが, Mimの 術 語 と し て は

「列挙 され た もの以外 の排除」 とい う意味を持た されている2)。

 MS補 注)に おい ては, 複 合語の メンバ ーとして用 い られ ている場合 を含 め て, 

parisarpkhyaと い う形 で6箇 所3), parisarpkhyanaと い う形 で2箇 所4)に 見 出す

ことが できるが, どの程度熟 した術語 として使用 され ているかは, 俄 かには決 し

難い。 しか し, 例 えばMSX.7.6に 見 出 される用例 で は, こ の語 を 「排 除」を

意味す る もの と考 えなければ全体の意味 が通 じな くなる5)。

SBh補 注)に お い て は, parisarpcaksapa6)等 の 形 を も含 め, 80回 余 り 「排 除 」 の

意 味 で 使 用 さ れ て い る が, そ の 多 くは, 基 本 的 祭 式(prakrtiyaga)の 諸 細 目 が 派

生 的 祭 式(vikrtiyaga)に お い て 除 外 さ れ る と い う, <badha>を 扱 うMS第10章 の

注 解 部 に 見 出 さ れ, parisarpkhyaの 持 つ 「否 定 」 的 性 格 を 浮 き 上 が ら せ て い る7)。

 1)M(imarpsa)P(aribhasa), N(irpaya)S(agara)P(ress), Bombay, 1950 p.7。

 S ab ara, Kumarilaの 時 代 で は括 弧 内 の呼 称 を使 用Cf.TV補 注)1, 2, 34: p.60: vidhir

 ity atyantam aprapte niyamah paksike sati, tatra canyatra ca prapte parisalpkhyeti

 kirtyate.本 稿 で は原 則 と して括 弧 内 の 呼 称 に統 一 して論 述 す る。2)後 期 綱 要 書 で は二

 parisarpkhyavidhiを 「同時 に確 立 し てい る二 者 の 内 の 一 方 を 排 除 す るvidhi」 と定 義。

 See M(malpsa)N(yaya)P(rakasa), ed. by F. Edgerton, New Haven, Yale Univ。

 1929, §244, p.245: ubhayasya yugapat praptav itaravyavrttiparo vidhih; MP p.7:

 dvayoh samuccitya praptav itaranivrttiphalako vidhih. etc.3) 1.2.34; VII.3.22;

 X.5.39; X.7.4; X.7.6-7. 4) III.7.32;X.7.6. 5) ampsasiro'nttkasakthiprati.

 Sedhas ca tadanyaparisatkhane'narthakah syad…. こ れ はhrdasyagre'vadyati, jihva-

 ya avadyati…*が 列 挙 され て い る もの以 外 を排 除 す る な らnarsayor avadyati…と い

 う文 章 が無 意 味 に な る とい う反 対 者 の主 張。*Cf.辻 直 四 郎 『ブ ラー フマ ナ と シュ ラ ウ タ 

・ス ー トラ の関 係』 昭和27年p.87Seq. 6)Mimで はparisarpkhyaと 同義 に使 用。
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又, Kumarilaはparisapkhyaと い う語 について明確 に 「排除 」の意味 を持 つ も

の と考 えて おり 「前接辞のpari-が 排除(varjana)の 意 を持 つているため, それ

く=排 除)を 対象 とする観念 が表示 され てい る。」8)と述べてい る。

 2.parisamkhyaの 例(1)parisalpkhyaの 例 としてMim文 献 にしば しば

見出 され るのは<panca pahcanakha bhaksyab>(五 種の五爪 〔獣〕は食 してよい=

五 爪獣の中で五種は食してよい)と い う文章で ある9)。

 この文章 は第一 に もしvidhiで あ るとした ならば, そ の命令 対 象 は当 該 の 文

章 に よつて初 めて知 り得 られ るものであ るが, 五 爪獣 を食す る ことは何 も当該 の

文 章 を侯 たず と も, 食 べたい とい う自然の欲 求に よつて 成 り立 つ た め, 当 該 の

文 章 はvidhiで あ るための条件を満た していない こ とに な る10)。第 二 に, も し

niyamaで あ るとすれ ば, 二 つ以上の選択肢 が存 し, 択 一的 に, 一 つを取 れ ば 他

1は排 され るとい う関係 にあるはずで あるが, 当該 の文章 か ら導 き出され る選択肢

r五 種 の五爪獣 を食す る こと」と 「五種以外 の五爪獣を食す ること」は そ の よ う

な関係 にないた め, niyamaで あ るための条件 を満 た してい ない こと に な る11)。

従 つて, 当該 の文章 は最後 に残 つたparisarpkhyaで あ るとい うことにな り, 「列

挙 され た五種以外 の五 爪獣 を食す ること」を排除 し, 「五種以外の五爪 獣 は食 し

て はな らない」 とい う意味 を表示す るのであ る12)。

 元 来, panccanakhabhaksapa(五 爪 獣 を食す ること)は 法 律 文献(Dharmasutra, 

Dharmasastra)中 のbhaksya-abhaksya(可 食 ・不可食)論 を構成す る一項 目として

存す る もので あ り, Mimも そ れを前提 として議論 を進め てい るの で あ ろ う13)。

そ して法律文献 中において, pahcanakhabhaksapaが 必 ず禁止 の対象 とし て規定

されてい る点 に注意す る必 要がある。 例 えば, Manusmrti V.17に おい ては明確

 cf. Papini II. 2.54.7) Sabara自 身 このことを明示。 Cf. SBh ad MS. X.7.4: yatha

na gantavyam na bhoktavyam iti ca vispastam pratisedhah, evam parisamkhyayam 

pratisedhah syat; SBh ad MS X. 7. 28: kim to parisamkhyaya pratisedhah syat 

yatha pafica pancanakha bhaksya iti. 8) TV I. 2.32: p. 52: parisamkhyeti parer
varjanarthatvattadvisaya buddhirabhidhlyate. 9) Mim文 献 で はSBh ad MSX

7.28に 初 出。 正 確 な 出 典 は不 明。Cf. Mahabhasya, ed. by EKielhorn, Poona 1962, 

vol. 1, p. 5: panca pancanakha bhaksya ity ukte gamyata etad ato 'nge 'bhaksya 

iti; Arthasamgrahakaumudi of Ramesvara, ed. by D. V. Gokhale, Poona 1932, p. 

107: pafica pancanakha bhaksya ksatrena raghava, salyakah svavidho godha sasah 
kurmas ca pancamah(Ramayana Kiskindha, 17-39) 10) A(rtha) S(amgraha), ed, 

by A. B. Gajendragadkar & R. D. Karmarkar, Poona 1934. pp. 43-46; MNP 242-

244.11)AS.p.220; MNP§244-12)MNP§244.13)Kumarilaは 当 該 の文 章
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にpancanakhabhaksapaを 禁 じ, 然 る 後 に, V 18に お い て 例 外 と し て ヤ マ ア ラ

シ, ハ リネ ズ ミ, 大 トカ ゲ, サ イ, カ メ, 野 ウ サ ギ を 列 挙 し て い る14)。 禁 止 の 対

象 と な る 五 爪 獣 は 上 掲 の も の を 除 い た 凡 て と い う こ と に な る が, 具 体 例 と し て, 

例 え ばMedhatithiは サ ル, ジ ャ ッ カ ル を 掲 げ15), Vinanesvaraは イ ヌ, ネ コ, 

サ ル を 掲 げ て い る16)。 以 上 の 諸 点 を 要 約 す る と, 当 該 の 文 章 は 表 向 き 「ヤ マ ア ラ

シ, ハ リネ ズ ミ等 の 五 種 の 五 爪 獣 」 を 食 し て よ い と い う指 示 を 与 え て い る よ う に

見 え な が ら, 実 際 は 列 挙 され て い な い イ ヌ, ネ コ, ジ ャ ッ カ ル 等 を 食 し て は な ら

な い, と い う指 示 を 与 え て い る こ と に な る。

 (2)parisalpkhyaの も う一 つ の 例 と し て<imam agrbhpan rtasyety asvabhi-

dhanim adatte>17)(「 この正 義 の手 綱 を取 れ り」 と言 つ て馬 の手 綱 を取 る)と い う 文 章

が し ば し ば 示 さ れ る。Agnicayana祭 を 行 な う に 当 つ て 祭 壇 構 築 用 煉 瓦 の 材 料 に

す る 粘 土 を 運 ぶ 儀 式 が あ り, 馬 と 騙 馬 が 使 用 さ れ る。 上 掲 の 文 章 は これ に 関 連 し

た も の で あ る が, <imam agrbhpan rtasya>18)と い うmantra部 分 は 単 に 手 織

に 言 及 し て い る の み で あ つ て, 馬 に も 騙 馬 に も 触 れ て い な い。 そ れ に 対 し, 

<ity asvabhidhanim adatte>と い うbrahmapa部 分 が 馬 の 手 綱 を 取 る 時 に

9)み 当 該 のmantreを 唱 え る こ と を 示 す の で あ る。Mimで は こ れ を 「騙 馬 の 手

綱 〔を 取 る 時 にmantraを 唱 え る こ と 〕」 を 排 除 し て い る と 解 釈 し て い る19)。

 3.問 題 点 周 知 の 如 く法 律 文 献 の 注 釈 家 た ち は, 法 律 規 定 の 解 釈 に 当 つ て

し ば し ばMimの 聖 典 解 釈 の 法 則 を 借 用 し て い る がparisarpkhyaと い う語 を や

は り 「排 除 」 の 意 味 で 用 い て い る20)。 特 に, Medhatithiはvidhi, niyama, pari-

sarpkhyaに 対 す るKumarilaの 定 義 を そ の ま ま 引 用 し て い る21)。 し か し, 特 定 の

法 律 規 定 に つ い て そ れ が 果 し てvidhi, niyama, parisalpkhyaの い ず れ で あ る か

を 判 定 す る の は 困 難 で あ つ た ら し く, し ば し ば 注 釈 家 間 に 論 争 が 行 わ れ て い る。

 をsmrtinyayaと 呼 ぶ(TV I.3.24: p.185)。14)Gurumandalagranthamala 24.

 Calcutta 1976, p.484 Cf. Apastamba Dhs I.5.17.37; GhS II.8.27; BDhS I.5,

 152; VasisthaDhS 14.39; Visnu DhS 51.6; Yajnavalkya I.177. 特 にVisnu DhS 51。

 6: sasakasalyakagodhakhadgakurmavarjalp pancanakhamalpsasane saptaratram upa-

 vaset.な お 必 ず し も5種 列 挙 と は限 らず, 6種 以 上 の 場 合 も あ る。15) Medhatithi

 ad Manu. V.17. Gurumapdalagranthamala 24, p.484.16) Vijhanesvara ad Yajna-

 valkya I. 177 NSP Bombay 194g P.59.17) T(aittivira)S(alphita)V.1.2.1.訳

 は北 川 秀 則 「Arthasamgraha和 訳 解 説II」(『 名 大 文 学 部20周 年 記 念 論 集 』1968, p.12)

 に よ るが諸 家 の間 に相 違 が見 られ る。18)TS IV.1.2.1Cf. M. Bloomfield, A Vedic

 Concordance. HOS.10, p.34.19) MP. p.7.20) Vijnanesvara ad Yajnavalkya

 I.81, pp.24-26; Medhatithi ad Manu III, 45: pp.259-262.21) cf. Medhatithi. p.
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例 え ば, 種 々 の法律 文献 のgrhasthadharmaも し くはprayascittadharmaを 説

く箇所 にrtukalabhigama(rtu-kala即 ちメンス開始 日から始まる妊娠可能とされ る時

期に妻と交わること)を 示す規定 が存 し22), この規定がvidhi, niyama, parisarpkhya

の いずれ であるか を注釈 家たちは熱 心に論 じていた。 自然の性的欲 求 とい うもの

が存す るため, vidhiで な い とい う点 には異論が ないのであ るが, 残 り二 者 の内

のいずれか とい う点については大 き く見 解 が 分 か れ て い た ら しい。Kulluka23), 

Vijnanesvara24)等 はparisarpkhyaに は三種 の欠点が付随す るとして, niyama説

を採用 している。

 parisarpkhyaに 三 種 の欠点が付随す るとい う見解 は もと もとMimで も承認 さ

れ て い る こ と で あ り, SBh以 来<srutahani>25)(直 接 表 示 され て い る意 味 の放 棄), 

<asrutakalpana>26)(直 接 表 示 さ れ て い な い意 味 の 想 定), <praptabadha>(自 然 に 導 き

出 され る事 柄 の除 去)が 掲 げ ら れ て い る27)。 これ ら の 欠 点 は, 問 題 と さ れ る文 章 が

「排 除 」 の 機 能 を 持 つ と さ れ な が ら, 「排 除 」 を 示 すevaも し く は 否 定 辞naを

持 た な い た め28)間 接 表 示 に 頼 ら ざ る を 得 な い と い う点 に 由 来 す る。 こ れ はsruti

(直 接表 示)をlaksana(間 接 表 示)よ り も優 先 さ せ る と い うMimの 聖 典 解 釈 の

公 理 に 反 す る こ と に な る た め29), 必 然 的 にparisarpkhyaは 可 能 な 限 り 回 避 さ れ

る べ き で あ る と い う結 論 が 導 き 出 さ れ る の で あ る30)。

 261; MNP§241.22) ApastambaDhS II.1, 1, 7; GautamaDhS I.5.1; Baudhayana-

 DhS IV.1.21; VasisthaDhS. VIII.17; Manu III, 45; Yajhavalkya I.79; Vaikhanasa

 DhS III.1.5.特 にGDhS I.5.1: rtav upeyatを 諸 注釈 家 は 引 用。23)Manvarthamu-

 ktavali ad Manu III.45, Kashi Skt. Ser 114, p.110.24)NSP. p.25 cf.注22)。

 25) or svarthani, svarthahana, 26) or pararthakalpana, asvarthaparigraha. 27)

 SBh ad MS I.2.31; III.7.33; VI.1.8; VI.4.7; X.5.54; X.7.5; X.7.29 etc.こ

 れ ら 以 外 にtridosaと の み 言 う場 合 も多 い。 な お pahcanakhabhaksapa=sruta, pahca-

 tiriktapaficanakhabhaksapanivrtti=asruta, paficatiriktapaficanakhabhaksapa=prapta

 (MNP, §246.)28)Cf. MNP§246: itaranivrttivacakasyabhavat. MNP等 後 期 綱 要

 書 はparisalpkhyaをsrauti, laksapiklに 二 分。 本 稿 の 扱 う問 題 は後 者 に 限 定 さ れ て い

 る。29)Cf.拙 稿 「nisadasthapatinyaya」 印 仏 研24-2, pp.162-163及 びn.12.30)

 s abaraはvidhiをparisarpkhyaに 優 先 さ せ る 趣 旨 の こ と を 述 べ て い る。See SBh ad

 MS V1.4.7: vidhiparisarpkhyasarpsaye vidhir jyayan. tatra svarthesabdah. parisam-

 khyayalp trayo dosab svarthahanam asvarthaparigrahah praptabadhasceti.

補 注)M(imarpsa)S(utras)of Jaimini with S(abara)Bh(asya), T(antra)V(artti-

 ka)and Tuptika, Anandasrama skt。ser, 97. Poona, 1970.
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